
　　私たちは､「人と人との絆
　　次世代につなぐ協同の輪」

２０１９年８月末現在

ＪＡグリーン長野

の実現に取り組んでいます｡



ＪＡグリーン長野は、

人と人との絆の強化と

次世代につなぐ協同の輪を実現します。

当ＪＡは、第7次中期3ヵ年計画（令和元年度～３年度）を確実に実践し、

組合員の負託に応えられるＪＡづくりをすすめます。

　□　経営目標

１．農業生産基盤の強化による産地の維持拡大をはかります。

２．組合員とＪＡのつながり強化に取り組みます。

３．総合事業を支えるＪＡ経営基盤の確立を実現します。

《中期計画の骨子》

＜農＞

１．地域農業の多様な担い手の確保と育成に取り組みます。

２．多様な担い手の農業所得の増大に取り組みます。

＜絆＞

１．組合員ニーズの把握に基づく総合事業としてのメリット発揮に取り組みます。

２．准組合員のＪＡ参画の向上に取り組みます。

＜ＪＡ＞

１．総合ＪＡの経営力向上による事業利益の確保をはかります。

２．リスク管理体制の強化と健全なＪＡ経営の実践につとめます。

経 営 理 念

経 営 目 標

経 営 方 針



◇全般に関する事項

　当JAは、県都長野市を南北に分ける犀川南部の長野市を事業区域として、農業者を中心とした

地域住民の方々が組合員となって、お互いに助け合い・お互いに発展していく相互扶助を共通理

念として運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。

　当JAの資金は、その大半が組合員のみなさまからお預りした大切な財産である「貯金」を源泉

としております。当JAでは、資金を必要とされる組合員のみなさまや地方公共団体などにもご利

用いただいております。

　当JAは、地域の一員として農業の発展と健康でゆたかな地域社会の実現に向けて、事業活動を

展開しています。また、JAの事業活動を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく

地域の協同組合として、農業や助けあいを通じた社会貢献に努めています。

◇地域からの資金調達の状況

　地域の皆さまからお預かりした貯金・積金の残高は、今年度8月末において1,950億92百万円と

なっております。当JAでは、県下統一商品のほか特典付定期積金「おたっしゃ家族会」、特典付

定期貯金「年金プラス定期貯金」等のオリジナル商品を開発し、みなさまからお預かりする資金

について金利面や特典によってご満足いただけるよう心がけております。

◇地域への資金供給の状況

　地域のみなさまへの貸出金の残高は、今年度8月末において383億17百万円となっております。

この内訳は、組合員等への資金供給320億52百万円、地方公共団体等8億19百万円、その他54億20百

万円です。

　地域農業者等の資金ニーズに併せ、農業施設の建設、農業器具機械の購入資金に対応する農業

近代化資金などの制度融資や農業経営の安定を目的とした営農資金等、農業経営向上のため幅広

い資金対応を行っております。また、生活資金においては、県下統一ローンのほか農協独自要綱

による資金を用意し、地域住民のみなさまの生活の向上に貢献できるよう努力しております。

◇文化的・社会的貢献に関する事項

　地域文化との係わりとして、地域行事への参画・学校給食への地元農産物の提供に係る支援、

農業体験教室、各種農業関連イベントなどの開催等、農業を通じた地域との交流を積極的に行っ

ております。

　また、年金受給者を対象に「年金友の会」を組織し、旅行、ゲートボール大会、マレットゴル

フ大会等を開催するなど、地域のみなさまの繋がりに役立てるような活動を行っております。

　今後も引き続き、地域の皆さまに貢献できるよう広報誌などを通じた情報提供に心掛け、さら

には支所の充実をはかることにより、より一層の地域貢献ができるよう努力いたします。

◇地域密着型金融の取り組み

（中小企業等の経営の改善及び地域の活性化のための取り組みの状況を含む）

(1)農業者等の経営支援に関する取り組み方針

　農業者の協同組織金融機関として「健全な事業を営む農業者をはじめとする地域のお客さまに

対して必要な資金を円滑に供給していくこと」を、「当組合の最も重要な役割のひとつ」として

位置付け、当組合の担う公共性と社会的責任を強く認識し、その適切な業務の遂行に向けた方針

を定め、取り組んでいます。

(2)農業者等の経営支援に関する態勢整備

　お客さまからの上述のような申込みに対し、円滑に措置をとることができるよう、必要な体制を

整備しております。

地 域 貢 献 情 報



◇金融再生法開示債権（単体）

(注) 　令和元年8月末の計数は、次の方法により算出しています。

時点の債務者の状況に基づき、債権区分を変更しております。

◇単体自己資本比率（国内基準適用）

(注) 令和元年8月末の単体自己資本比率は、新BIS規制の基準に基づき算出しています。

なお、8月末の単体自己資本比率の算出にあたって、平成31年2月末のオペレーショナル・リスク相当額

を使用しております。

◇主要勘定の状況

◇有価証券時価情報

(注) 令和元年8月末の有価証券の時価は8月末日における市場価格等に基づく時価としています。
取得価格は、償却原価法適用前、減損処理前のものです。
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合 計 4,318 4,654 335 4,218 4,440
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満期保有目的 0 0 0 0 0

評価損益 取得価額 時 価 評価損益

売 買 目 的 0 0 0 0 0

有 価 証 券 4,654 4,440 3,883

単位：百万円

令 和 元 年 8 月 末 平 成 31 年 2 月 末
種類

取得価額 時 価

貸 出 金 38,317 36,485 36,356

預 け 金 150,602 148,102 146,516

単位：百万円

勘 定 令和元年 8月末 平成 31年 2月末 平成 30年 8月末

貯 金 195,092 190,185 188,766

② 平成31年2月末から8月末までの間に、債務者区分の変更が必要と認識した先については、8月末

しています。

令 和 元 年 8 月 末 平 成 31 年 2 月 末

16.47% 17.34%

合 計 38,355 36,505 1,850

① 各債権区分額は、平成31年2月末時点の債権額を基準として、令和元年8月末時点の残高に修正

要 管 理 債 権 28 13 15

正 常 債 権 37,792 35,996 1,796

44これに準ずる債権

危 険 債 権 286 290 ▲ 4

単位：百万円

債 権 区 分 令 和 元 年 8 月 末 平 成 31 年 2 月 末 増 減

破産更生債権及び
248 204

財 務 状 況 と 事業



      グリーン長野農業協同組合

            http://www.ja-grn.iijan.or.jp/
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